
第６学年 国語 ５月２８日（水） 

単元名 「学級討論会をしよう」 

  

６年生になり、自分の考えを伝えたり、相手の

考えを聞いたりする中で、考えを深め、互いに高

め合えるようになることを目標に、本単元を設定

しました。討論会では、自分の立場の意見を考え

たり、相手の立場の意見を予測し反論を考えたり

することが求められます。これらの活動を通して、

互いの関わり方をより深く考えられるようにし

ていきたいと考えました。 

 

◆様々な立場に立って討論を行おう 

この単元では、テーマごとに肯定グループと否

定グループと聞く・評価グループの３つに分かれ

て、討論を行いました。 
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しかし、必ずしも自分の考えではない立場で討

論することもあります。そこで、違った立場から

の考えを出し合い、相手を納得させられるような

具体例を用意することを学びました。そして、提

案する順番や、伝え方の工夫をする班も出てきて、

グループで作戦会議が盛り上がりました。 

この形態での討論会に慣れると、相手意識をも

って話ができてきました。 

 

 

◆「聞く」ことの大切さを教えていただく 

 講師に、国際コーチ連盟の齊藤先生をお迎えし、

話し手と聞き手に分かれて、上手な聞き方のワー

クショップを行いました。 

 聞くことの「あいうえお」を活用した聞き方で

聞いてもらえると、話し手も良い気持ちになるこ

とを学びました。 

 

◆SNS は本当に必要か討論しました 

研究授業当日の討論のテーマは、「SNS でのやり

とりは必要か」で行いました。 

現在、６年生の中で携帯電話を持っている児童

は全体の６割を超えていました。学習の始めに、

SNS はどのようなものか、便利さと危険性につい

て詳しく調べて、肯定・否定の両方の立場から意

見を考えました。 

SNS は、世界中のたくさんの人とつながれる一

方、個人情報の流出やなりすまし、ネットいじめ

の危険性があることを調べ、具体的な事例を準備

しました。 

討論会では、互いの意見のやりとりが活発に行

われました。自分の立場のことだけでなく、相手

が言いそうな意見を考えながら準備をしてきた

ので、話し合いがスムーズに進み、予想外の質問

が出たときにも、グループで話し合って落ちつい

て対処できました。 

 

◆討論会を終え、自分自身の考えをまとめよう 

 討論会の時には、肯定否定それぞれに分かれて

議論をしましたが、討論を終えて、正直に SNS に

ついてどう考えているか振り返りました。 

 SNS を使いたいという意見の中にも、きちんと

マナーを守って使用していくことや、家族でルー

ルを決めていくことの大切さをワークシートに

記述していました。 

 今回の学習で学んだ、様々な立場の人の考え方

を予測したり、聞いたり、付け加えたりすること

を、普段の関わりにも生かしてほしいです。 
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平成２６年９月１９日 

新宿区立市谷小学校 校長 勝沼 康夫 

心豊かに感じ合い、関わり合う子供の育成 

～人とのつながりを大切にする活動を通して～ No.１ 

 

否
定
グ
ル
ー
プ 

肯
定
グ
ル
ー
プ 

聞く・評価グループ 

司会・計

時 

書記 

・
肯
定
・
否
定
の
両
グ

ル
ー
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
質

問
を
す
る
。 

・
最
後
に
、
お
互
い
の

グ
ル
ー
プ
の
良
か
っ
た

と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
。 



国語の学習を通して…子どもの感想 

今回の「学級討論会をしよう」の単元では、まず、相手の意見をしっ

かり聞き、それを認めることを意識して行いました。そして、考えを付

け加えたり、違った視点からアプローチしたりすることで内容を深めて

いきました。それが児童の感想の中で、「認め合う」や「プラスの意見」

という形で良かったこととして振り返りができていました。普段の生活

から、相手を認め合い、さらに良くしようとすることで、より良い関係

作りができるように意識してほしいと思います。 

その後の学習では… 

肯定と否定それぞれの

意見を言い合うことで、

「なるほど」「良かった」

と思ったことがたくさ

んありました。いじめや

詐欺などの注意し、気を

つけて活用していきた

いです。(S さん) 

肯定否定どちらのグルー

プも意見もしっかり認め

合い、意見を主張できま

した。強調したい部分は、

画用紙で説明を分かりや

すく説明していました。

３回の討論会で１番良か

ったです。(T さん) 

今回の討論会では、プラ

スの意見が増えて良か

ったと思いました。プラ

スにするためには、相手

を認めていかなければ

なりません。そこが今回

できていたなあと思い

ました。（Tさん） 

↑司会・書記・計時の係を中心に議会を進めました。 

↑発言の内容がより説得力のあるように工夫

するためにグループ皆で吟味しています。 

↑発表の時には、具体的な資料を用意し、

照らし合わせながら発表できました。 

こ れ か ら の 社 会

SNS は不可欠にな

ってくる。それをう

まく使いこなせる

ようにしなければ

ならない。そのため

に、相手を認めるこ

とが大切だと思っ

た。(M さん) 
↑評価グループは、賛成・反対の互
いの意見の良かったところをまと
めています。 

大人になったとき SNS

を使うときが来たら、

いじめだけはしてはい

けないと思いました。

討論会は、相手を否定

するばかりでなく、認

めることができて良か

ったです。(U さん) 



 


